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トカラ列島中之島におけるアカヒゲ叶肋acushomadorj

の巣箱利用と繁殖習性
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ア．カヒゲErjtﾉbacusKomadorjは，南西諸島および男女群島の固有種で，２亜種(Kawa

ji＆Higuchil989）あるいは３亜種（日本烏学会1974）が認められている．主な生息環

境である常緑広葉樹林が伐採されたことと，江戸時代より飼い鳥として知られ多数捕獲さ

れてきたことなどにより，屋久島と種子島では生息の確認ができないほど減少してしまっ

た（環境庁1981)．そうした背景のもとに，本種は1969年に国の天然記念物に指定され，

1972年には特に保謹が必要として特殊鳥類にも指定された．しかし，南西諸島における森

林伐採が引続き進行するにともなって，同種の生息状況はさらに悪化していると予想され

る．

アカヒゲは，自然状態では樹洞，岩棚，樹上に営巣する（川路ほか1989,宮城・樋口

1989)．川路ほか（1989）は，トカラ列島の中之島でアカヒケが巣箱で営巣することを確

認し，住民から本種が巣箱を好んで利用するとの情報を得た．そこで，側日本野鳥の会

では中之島で巣箱を架設し，同種の巣箱の利用状況および繁殖習性についての調査を行なっ

た．巣箱の利用状況については，1989年の繁殖期分については樋口ほか（1990）がすでに

報告しているが，本論文ではその結果に1990年分を加えてまとめ，同時に巣箱利用と植生

環境との関連について述べる．なお，調査に用いた300個の巣箱は，日本野鳥の会の有志

会員によってつくられ，中之島に送られたものである．

中之島の概要

中之島は鹿児島県に属し，北緯29.50'，東経129.48'に位置する北西から南東方向に長

い島である．長さ約9.5kｍ，幅約５kｍで面積は約27.5kｍ２，島の北西にある活火山の御

岳山頂が標高979ｍで最高地点となっている．南半分には標高400～500ｍの山地が連なり，

島の中央部，標高230ｍほどのところには平坦な牧場や耕地が広がっている（図１)．

中之島の植生は大野（1989）によれば，常緑広葉樹林群落，ビロウ群落，リュウキュウ

チク群落，クロマツ群落，湿原，耕作地などに区分される．また宮脇・奥田（1989）の南

西諸島全域の植生調査結果に基づく中之島の植生図では，１１の植生区分が同島に認められ
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図１．中之島の地形と巣箱架設コースの位澄．
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ている．集落周辺と島中央部を除けば，牧場が点在するほかは森林におおわれている．

アカヒゲは，標高300ｍ以下の樹林であれば島内全域に生息し，人家周辺でも繁殖する．

調査地とその植生概況

巣箱の架設を行なった場所は図１に示したＡからＨの林道や農道に沿った８コースであ

る．巣箱は道から林内に向かって０ｍから10ｍの範囲に架設した．Ａコースは，島の南側，

ヤルセの標高60ｍから170ｍの南向き斜面の発達したスダジイニ次林と牧場地の中を通っ

ている．Ｂコースは御岳南西斜面の標高50ｍから230ｍの場所で，楠木集落の北西に位置

する．一部にスダジイニ次林がみられるが，ほとんどがクロマツとリュウキュウチクにお

おわれている．コース全体として高さ10ｍから15ｍほどのクロマツがまばらにあり，その

周囲にスダジイ，エゴノキ，ネムノキ，カラスザンショウ，アマクサギ，オオムラサキシ

キブ，モクタチバナなどがまばらにみられる．樹林下は，ほとんどすべて高さ３ｍから５

ｍのリュウキュウチクが高密度に生育している．Ｃコースは御岳東斜面の標高150ｍから

200ｍの場所で，スダジイを主体とする二次林に囲まれている．林道沿いは人為的な影響

を強くうけているが，今回の調査コースの中では比較的自然度が高い．林冠がほとんど閉

じているので，林縁部でも巣箱の架設場所は暗い．Ｄコースは御岳南東斜面の標高約200
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ｍから250ｍにある底なし池の北西側を北へ延びる林道で，リュウキュウチク林とスダジ

イニ次林内を通っている．Ｅコースは，底なし池の東側をめぐる標高230ｍほどの場所に

ある．北もしくは西側が池となっているため，コースは開けた環境内を通っている．林道

沿いに桜の植栽がなされ，その背後にスダジイやマテバシイのまばらな林があり，山側は

密な林となっている．Ｆコースは，クロマツの混じるリュウキュウチク林内を通る里村集

落から島中央部の平坦地に登る道で，標高70ｍから220ｍの範囲にある．Ｇコースはリュ

ウキュウチク林内を通る林道で，寄木集落の東部の標高140ｍから170ｍほどにある．コー

ス沿いに放棄された畑地などがあり，高木層にはクロマツがあるが，疎密および高低の変

化が著しい．最近まで著しい人為的撹乱をうけてきた人里付近の植生といえる．Ｈ地域は

船倉やサッダなど集落内の人家周辺で，多くの巣箱が分散して架設してある．植生として

は，耕作地（バナナ畑)，雑草地（放棄水田)，クロマツ林，畑地周辺の植栽地，庭木林な

ど，人間活動と直接結びついた植生である．

調査方法

１．巣箱の形状および利用状況調査

巣箱は1989年の２月に最初に架設した．巣箱と巣箱の間隔は25ｍから40ｍで，架設時の

巣穴までの高さは地上1.3ｍを中心に0.8ｍから２ｍである．調査は1989年と1990年の両繁

殖期に行ない，架設数は両年とも300個であった．巣箱の形状は一般にシジュウカラ用と

呼ばれるもので，前面の高さは約20ｃｍ，幅と奥行きは各15ｃｍである．巣穴の形状は丸型

または角型で，1989年には275個が直径または一辺が約３cｍ（ただし変形型のものもあり，

それらの中には長い部分の径が３ｃｍを越えるものがある)，２５個が縦か横のどちらか少な

くとも一辺が3.5ｃｍから4.5ｃｍと大きかった．1990年には，巣穴の大きさをすべて一辺４

ｃｍから4.5ｃｍの角型とした．

営巣状況の調査は，1989年には４月末から５月初旬，５月下旬，６月初旬，６月下旬の

４回，1990年には４月末から５月初旬，５月下旬，６月下旬，８月初旬の４回実施した．

１回の調査には３～６日を費やし，巣箱の巡回にあたっては，巣箱内の状況をアカヒゲの

繁殖の有無にかかわらず記録していった．また，５月から６月にかけては上記以外の時期

にも，中之島小・中学校の職員，児童，生徒によってＦ，Ｇ，Ｈコースを中心に巣箱の巡

回が行なわれた．

２．植生環境調査

1990年の８月初旬に，巣箱付近の環境の指標として植生環境の調査を行なった．281個

の巣箱について半径10ｍほどの範囲で，高木層，亜高木層，低木層の層別に高さと優占種

および常緑針葉樹，常緑広葉樹，落葉広葉樹，竹笹の被度を記録した．この結果から，個々

の巣箱の植生環境を①スダジイニ次林，②リュウキュウチクースダジイ林，③リュウキュ

ウチクークロマツ林，④リュウキュウチクースギ林，⑤リュウキュウチク林，⑥牧草地地

境林，⑦人家周辺植生の７つのタイプに分類し，環境選好について解析した．

①スダジイニ次林は全調査地中比較的自然度の高い植生で，スダジイが林冠に出現し，

林内にはリュウキュウチクが生育しない植生である（図２左上)．林道整備その他による

人為的撹乱が進み，スダジイがわずかとなった場合も，林内にリュウキュウチクやススキ

などが生育していない広葉樹林はこのタイプに含めた．②リュウキュウチクースダジイ林
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Iま，スダジイが林冠に出現し，林内にはリュウキュウチクが生育する林である（図２右

上)．このタイプにはスダジイの密度が低くアカメガシワなどが林冠に多く出てくる林も，

またスダジイがうっぺいした林冠を形成し，下層にリュウキュウチクが少なくなった林も

含めた．③リュウキュウチクークロマツ林は，クロマツが林冠に出現し，林内にはリュウ

キュウチクが生育する林である（図２左下)．林冠のクロマツはまばらな状態から著しく

密な状態まである．④リュウキュウチクースギ林は,、スギが林冠に出現し，林内にはリュ

ウキュウチクが生育する林である（図２右下)．調査範囲で出現したスギ林はすべて植林

であり，植林後の管理が不充分であるため下層にリュウキュウチクが生育している．した

がって，リュウキュウチクの密度は植林地の手入れの程度によって異なり，今回は林床に

まったくリュウキュウチクが出現しないスギ林もこの植生として認めた．⑤リュウキュウ

チク林は，リュウキュウチクのほぼ純群落である．⑥牧草地地境林は，牧草地の縁に植栽

されたり，また開拓のさいに地境として残された林を意味している．並木状の人工的植生

である場合が多い．⑦人家周辺植生は，耕作地（バナナ畑)，雑草地（放棄水田)，人家周

辺のクロマツ林，畑地周辺の植栽地，庭木林など，人間活動と直接結びついた開けた環境

を指す．これらの環境は本来の植生区分としては不適当であるが，今回はまとめてとり扱っ
た．

調査結果

１．巣箱の利用状況

１）全体の利用状況

1989年には，架設した300個の巣箱のうち4.7％にあたる14個でアカヒゲが営巣し（図

３)，１個では２回目の営巣があった．1990年には，全設置数から不明となった巣箱を除

いた298個の中で34.6％にあたる103個でアカヒゲが営巣し（表１)，前年に比較して利用

率が大きく増加した．この中の２個では２回の営巣が確認された．ヤマガラの営巣後に営
巣したものも18個あった（図４)．

２）巣穴の大きさと利用率

1989年には，巣穴の大きさの違いによって，利用率に差がみられた．巣穴の径が３ｃｍ

である275個の巣箱では，利用数は３個だけ（利用率１．１％）であったが，3.5ｃｍ以上の２５

個の巣箱では，利用数が11個（利用率44％）であった．アカヒゲは3.5ｃｍ以上の大きさの

巣穴をもつ巣箱を好むことがあきらかである．1990年に利用率が大幅に増加したのは，巣
穴の径をすべて４～4.5ｃｍに広げたためであるといえる．

３）コース別利用状況

巣穴の大きさを統一した1990年の結果から，コースによるアカヒケの利用数の違いをみ

ると，表ｌに示したようにＢコースがもっとも多く，利用率63.5％であった．ほかのコー

スは，約20％から40％の間で変化しており，Ａ，Ｃ,Ｅコースで30％を越えている．Ｇ，Ｈ

コースでは10％台と低い．ただし，これらの利用率の差についてｘ2検定を行なった結果，

Ｂコースと，Ｃコースを除くすべてのコースとの間の差は有意と認められたが（ＡとＢで

ｘ２＝１１．９３，ＢとＤでｘ２＝１０．６３，ＢとＥでｘ２＝7.4ａＢとＦでｘ２＝１６２１，ＢとＧでｘ２＝

14.42,ＢとＨでＸ２＝18.61；．.f､＝１，Ｐ＜０．０１)，それらを除く各コース間の差は有

意とは認められなかった（Ｐ＞0.05)．
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図３．巣箱の入I」にとまるアカヒケの雄（堀、明氏撮影)．
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図４．ヤマガラの営巣後にアカヒゲが営巣した巣緬．
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表２．７つの植生環境区分に含まれる巣箱の数．

Table２.Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｔｈａｔｗｅｒｅｐｌacedintheseventypesofvegetatio、．

表１．アカヒケおよびヤマガラのコース別巣箱利用状況（1990年)．
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Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

４
３
３
７
３
８
６
４

５
６
１
３
２
４
２
３

７
０
５
１
７
２
５
６

１
４
１
１

31.5

63.5

38.5

29.7

30.4

25.0

19.2

17.6

３
２
４
６
５
８
４
４

１
１
１

１

24.1

19.0

30.8

43.2

21.7

16.7

53.8

11.8

ＡＢＣ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Total２９８ 10334.6 7６２５．５

Casta凡Opsissjebojdji
（Secondaryforest）

２．巣箱利用状況と植生タイプ

1990年に調査した合計281個の巣箱周辺の植生環境は，表２に示したように，Ａコース

とＣコースではスダジイニ次林が大部分を占めており，リュウキュウチクの多い植生は少

ない．Ｂ,Ｄ，Ｅ，Ｆ,Ｇコースでは，リュウキュウチクを主とする植生が大部分であった．

Ｈ地域は人間活動と直接結びついた植生であり，一括して人家周辺植生とした．巣箱は全

体としては，スダジイニ次林やリュウキュウチクの上層にスダジイやクロマツの存在する
植生に架けたものが多かった．

表３は，植生の違いによる巣箱の利用についてまとめた結果である．巣箱の利用率は約

17％から42％まで変化しており，スダジイニ次林，リュウキュウチクースダジイ林，リュ

ウキュウチクークロマツ林，リュウキュウチク林の４環境では40％前後と高く，リュウキュ

4０８ １３５７－－

１０１０ －２１１３２１

－４１－ －－４２１８

８３－－

２－３－－７

３－－－一一一

5３６１１３３７２３４４２６２４２８１

Vegetationtype Ｔｏｔａｌ

PlejobZastusZmeaFjs-

Castα"Opsjssiebojdjj

PjejobIastusjmeａｒｊｓ－

Ｆｍｕｓｚｌｍ６ｅｒ宮jj

PZejobZasZusZjFzearis-

qyptomerjajapo"jca

PJejo6Zastus〃"earjs

Hedgerowalongmeadow

Villagevegetation

３
７
１
１
２
３
４

７
５
０
１
１
２

１

Total

2４
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２７２６．７

５４５．５

３２５．０

１３３．３

４１６．７

表３．植生の違いによるアカヒケおよびヤマガラの巣箱利用率（1990年)．

Table３．ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｄｂｙＲｙｕｋyuRobinsE､ｈｏｍａｄｏｒｉａｎｄＶａｒｉｅｄＴｉｔｓ

Ｐ・uarjusinrelationtodifferenttypesofvegetation．

CとzsZα"opsjssjeboZdji
（Secondaryforest）

Ｎｏ．ofnest

boxesplaced

Ｅ・ｈｏｍａｄｏｒｊ

Ｎｏ、％

Ｐ,Ｕａｒｊｕｓ

Ｎｏ・％Vegetaiontype

Hedgerowalongmeadow

Villagevegetation

３
７
１
１
２
３
４

７
５
０
１
１
２

１

2６３５．６

２３４０．４

４０３９．６

２１８．２

５４１．７

１３３．３

４１６．７

８

7６２７．０

PZejobZas虹ｓＺｍｅａｒｉｓ－

Ｃａｓｔα"OpsjssjeboZdjj

PJejo6JastusZmｅａｒｉｓ－

Ｐｉ皿stu凡be堰jj

PZeZobZastusZmearjs-

OﾂptomeFZaﾉaponica

PjejobJastusZ加earis

ウチクースギ林と人家周辺植生では17％から18％と低かった．これらの利用率のうち，リュ

ウキュウチクースダジイ林と人家周辺植生との間（Ｘ２＝4.26,..f,＝１，Ｐ＜0.05)，

およびリュウキュウチクークロマツ林と人家周辺植生との間（Ｘ２＝4.47,..f・＝１，Ｐ

＜０．０５）の差は有意と認められ，それら以外の植生間の差は有意とは認められなかった

(Ｐ＞0.05．一部，Fisherの正確確率検定を含む．ただし，例数の少ない牧場地地境林

は対象外とした)．

３．繁殖期と一腹卵数

巣づくりは４月下旬より開始した．1989年には12の営巣例のうち６例が５月中旬に産卵

し，４例が６月下旬に産卵していた（図５)．1990年には，７６例について初卵日を確認あ

るいは推定することができた．この結果によれば，５月初旬から産卵が開始され，最初の

ピークは５月中旬にあった．また，最初のピークとほぼ同じ大きさのピークが６月中旬に

あり，７月下旬にも小さなピークがみられた．２回目の繁殖は普通に行なわれ，一部に３

回目の繁殖を行なう個体がいると思われる．

一腹卵数は1989年には８例で確認することができ，３卵が５例，４卵が３例あった．

1990年に確認できた58例では，２卵から５卵の例がみられ，平均は3.2卵，３卵が32例と

もっとも多く，ついで４卵が18例と多かった．一腹卵数の季節的変化をみてみると（表４）

５月には３卵と４卵だけで，３卵の例が多かった．６月には２卵から５卵までの例があり，

４卵の例がもっとも多く，７月には再び３卵の例が多かった．

繁殖の成功率については，今回の調査では正確な情報が得られなかった部分が多いので，

本論文では省略する．

４．アカヒケ以外の烏の巣箱利用

アカヒゲ以外の烏ではヤマガラParusuarjusが巣箱を利用した．1989年には29個（9.7

10135.9281Totalvegetaion
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図５．１９８９年と1990年の初卵日の季節的分布．Ｅ：上旬，皿：中旬，Ｌ：下旬．

％）を利用し，1990年には76個（25.5％）で営巣した（表１)．ヤマガラの場合も，巣穴

を大きくしたことによって利用率が高くなったといえる．利用した巣箱のうち，1989年の

3個と1990年の18個では，同じ巣箱でアカヒゲも繁殖した．この場合，先に繁殖したのは

すべてヤマガラであった．利用率をコース別にみると（表１），Ｄ，Ｇコースなどで高く

40％以上，Ｂ，Ｆ，Ｈコースで低く１０％台であった．これらコース間の利川率の差は，Ｂ

と，（Ｘ２＝6.77,Ｐ＜０．０１)，Ｆと，（Ｘ２＝7.28,Ｐ＜０．０１)，Ｈと，（Ｘ２＝8.68,Ｐ＜

0.01)，ＡとＧ（Ｘ２＝6.96,Ｐ＜０．０１)，ＢとＧ（Ｘ２＝10.78,Ｐ＜０．０１)，ＥとＧ（Ｘ２＝

5.30,Ｐ＜0.05)，ＦとＧ（Ｘ２＝11.16,Ｐ＜0.01)，ＨとＧ（Ｘ２＝12.42,Ｐ＜０．０１)で

有意と認められた．



1０

表４．－腹卵数の季節的変化（1990年)．

Table４.SeasonalvariationinclutchsizeofRyukyuRobinsonNakano-shimainl990.

７
２
８
１

３
１

ＪｕｌｙＭａｙ Ｊｕｎｅ
Cluth

size
Total

１
１

４
７
０
１
１

３
２

ＥＭＬＥＭＬＥＭＬ

考察

今回の試みにより，中之島のアカヒゲが高率で巣箱を利用すること，また利用可能な巣

箱の大きさと形状はシジュウカラと同じものでよく，巣穴の大きさは直径または一辺が3.5

ｃｍ以上必要であることがあきらかとなった．自然状態での営巣場所として岩棚などが使

われていることから（宮城・樋口1989)，巣穴はかなり大きくても利用されることが予想

される．沖縄では，前面が大きく開いたキビタキ用の巣箱で営巣した（宮城・樋口

1990)．

アカヒゲの巣箱の利用は，コース別ではリュウキュウチクークロマツ林の多いＢコース

でほかのコースよりも高かったが，植生別では，リュウキュウチクが優占する異なる植生

間，およびスダジイニ次林とリュウキュウチクが優占する植生との間に有意な差は認めら

れなかった．一方，人家周辺植生内の利用率は，ほかに比べて低い傾向があった．したがっ

て，アカヒゲの巣箱は人家周辺の開けた環境をさければ，スダジイ林，リュウキュウチク

の優占する植生のいずれに架設しても同様の高い利用率が得られるといえよう．

巣箱を設置したことによる営巣数や繁殖成功率の増加の有無については，設置前後で比

較できる調査を行なっていないので不明である．しかし，中之島でアカヒゲは，リュウキュ

ウチク林などで巣箱がない場合にはリュウキュウチク上で営巣している（川路ほか1989)．

リュウキュウチク林などで巣箱を選択することは，アカヒゲにとってリュウキュウチクは

最適の営巣場所ではないことを暗示している．以上のことから，自然林の減少している地

域に巣箱を架設することによって，アカヒゲ個体群の維持を図り，あるいは，すでに絶滅

してしまった場所に自然分散させていくことができるのではないかと考えられる．

１

５２

植生別では（表３)，リュウキュウチクースギ林で利用率46％と高く，スダジイニ次林，

リュウキュウチクースダジイ林，リュウキュウチクークロマツ林，リュウキュウチク林で

20％台，人家周辺植生で10％台であった．ただし，例数の少ない牧場地地境林を対象外と

して，これら環境間の利用率の差は，Ｘ2検定あるいはFisherの正確確率検定により有意

とは認められなかった（Ｐ＞０．０５)．

一腹卵数は1989年と1990年に確認できた31例のうち，４卵が18例，５卵が８例，３卵が

3例，６卵が２例であった．この一腹卵数は本州などのものより少なく，伊豆諸島の三宅

島（Higuchil976）または神津島（樋口・長谷川1985）の一腹卵数に近い．

２
３
４
５

１

４
６

１
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要約

１．トカラ列島中之島で，1989年と1990年に巣箱を各300個架設し，アカヒゲの巣箱利用状況と繁殖

習性の調査を行なった．

２．巣箱の利用率は，1989年では4.7％，1990年では34.6％であった．

３．１９９０年の利用率が1989年のそれに比べて高かったのは，1990年に巣穴の大きさを広げたためであ

る．アカヒゲ用の巣箱としては，巣穴の大きさは直径または一辺が3.5ｃｍ以上ある必要がある．

４．巣箱周辺の植生環境と利用率との関係をみたところ，スダジイニ次林，リュウキュウチクースダ

ジイ林，リュウキュウチクークロマツ林，リュウキュウチク林の４環境では利用率が高く，人家周

辺植生では低かった．巣箱の架設は利用率の高い４環境で行なうのが効果的であるといえる．

５．一腹卵数は２から５卵で平均3.2卵，３卵がもっとも多かった．産卵期は５月上旬から８月上旬

までで，５月中旬と６月中旬に大きなピークがあった．

6．アカヒゲ以外の烏ではヤマガラが巣箱を利用した．ヤマガラの利用率は，1989年には9.7％，１９９０

年には25.5％であった．

7．巣箱の架設は，自然林の減少している場所でアカヒゲの生息状況の保全に有効であると考えられ

る．
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